
                              

 

  

あ
け
ま
し
て 

 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

昨
年
１２
月
に
町
田
で
活
動

す
る
様
々
な
団
体
が
集
ま
り
、

そ
の
活
動
内
容
を
発
信
す
る

「
ま
ち
カ
フ
ェ
」が
開
催
さ
れ
、

住
民
の
会
も
参
加
、
会
の
Ｐ
Ｒ

を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
成
瀬
を
拠
点
に
諸
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
当

日
は
同
じ
地
域
に
居
住
さ
れ
、

町
田
市
の
他
の
団
体
に
所
属
さ

れ
て
い
る
多
数
の
方
々
に
声
を

か
け
ら
れ
、
お
互
い
の
活
動
を

知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
を
契
機
に
、
当
会

も
現
在
の
活
動
範
囲
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
、
地
域
の
諸
団
体

と
情
報
交
換
と
連
携
を
深
め
、

「
目
を
も
う
一
歩
外
に
向
け
て

活
動
し
て
い
こ
う
」
と
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
住
民
の
会
は
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に

よ
り
、
設
立
２６
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

    

昨
年
度
の
諸
々
の
活
動
は
、

会
報
な
ど
に
よ
り
ご
存
知
と
は

思
い
ま
す
が
、
最
近
の
活
動
の

ご
報
告
及
び
お
願
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第
一
は
、
一
昨
年
の
「
住
民

の
会
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
基
づ
き
、

「
花
み
ず
き
の
お
し
ゃ
べ
り

会
」
を
行
う
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
昨
年
３
月
よ
り
４
回
の
開

催
で
延
べ
１５０
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
次
の

会
を
３
月
１３
日(

水)

に
予
定

し
て
お
り
ま
す
。 

第
二
は
、
「
災
害
時
の
自

助
・
互
助
」
に
つ
い
て
１０
月
に 

開
催
し
た
講
演
会
で
は
５０
名

の
参
加
を
得
ま
し
た
。 

「
高
齢
化
し
た
住
宅
地
域

で
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い

か
？
」
と
い
う
内
容
で
、
参
加

さ
れ
た
方
々
か
ら
、
今
後
の
実

生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

い
う
多
数
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
活
動
で
は
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
要
望
が
多
い
「
バ

ス
旅
行
」
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
る
方
々
を
慰
労

す
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
親
睦
会
」、

会
員
相
互
の
新
年
の
挨
拶
を
兼

ね
た
「
新
春
交
流
会
」
等
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
会
・

創
和
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ

ー
ビ
ス
の
三
者
共
催
で
行
う

「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
ま
つ

り
」
で
は
多
額
の
収
益
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動

資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

以
上
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
住
民
の
会

の
活
動
を
素
早
く
発
信
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。 

本
年
も
昨
年
と
同
様
な
活

動
を
総
会
に
て
提
案
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

住
民
の
会
は
「
町
田
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
議
会
」
に
加
盟
し

て
お
り
ま
す
が
、
所
属
す
る
多

数
の
団
体
が
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
で
脱
退
、
解
散
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
の
活

性
化
に
不
可
欠
な
の
は
新
し
い

会
員
の
方
の
行
動
力
と
ア
イ
デ

ィ
ア
で
す
の
で
、
知
人
や
友
人

の
方
々
に
入
会
を
勧
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
本
年
が
会
員
並
び

に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

ご
多
幸
と
ご
健
勝
の
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

                      

新
し
い
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬 

住
民
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

会 

長 
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藤 

康 

夫 
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ケアセンター成瀬住民の会だより  第１２０号 

ケアセンター成瀬住民の会 

2019年度通常総会のお知らせ 

  

日 時 2019 年 4月 21 日(日) 

    10:00～12:00 

場 所 ケアセンター成瀬 

    地下デイサービスフロア 

ティールーム「花みずき」のお正月飾

り。干支のイノシシ・宝船など。住民

の会の方による可愛い手作りの作品。 
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ケアセンター成瀬住民の会のあゆみ 

 

１９９２年に立ち上がり歩み始めたケアセンター成瀬住民の会は、正に平成とともに成長してきました。 

ひとつの時代の区切りに際し、住民の会のこれまでの歩みを振り返ってみました。 

 

 

 
 

1989年 平成元年 （住民の会の前身「暖家の会」が産声をあげる） 

1992年 平成 4年 ・「成瀬台に高齢化社会を共に生きるためのコミュニティーセンター建設を求める陳情」

を町田市長に提出 

1993年 平成 5年 ・「ケアセンター建設促進住民の会」設立 

・「ケアセンター成瀬ニュース」第 1号発行 

1994年 平成 6年 ・３級ヘルパー養成講座を開講 

1995年 平成 7年 ・「ケアセンター成瀬」着工 

・社会福祉法人「創和会」設立が東京都より認可される 

1996年 平成 8年 ・在宅高齢者サービスセンター「ケアセンター成瀬」開設 

・ティールーム「暖」営業開始 

・「ケアセンター成瀬 住民の会だより」第１号発行 

・１３のボランティアグループ結成 

1997年 平成 9年 ・ダンケムジークの会 発足記念コンサート開催 

1999年 平成 11年 ・特定非営利活動法人「エヌピーオーアップルサービス」を設立 

2000年 平成 12年 ・介護保険法施行により、社会福祉法人「創和会」は個人との契約による介護サービス

事業者となる 

2002年 平成 14年 ・バザー収益で掲示板を設置し、情報発信を始める 

2004年 平成 16年 ・会の名称を「ケアセンター成瀬住民の会」に変更 

2005年 平成 17年 ・スウェーデンのモニカ・バリルンド氏による講演会「認知症ケアにおける施設と介護

職の役割」を開催 

・一人暮らしの高齢者への「ほっとコール」がスタート 

2006年 平成 18年 ・広報紙「住民の会だより」に愛称「りんご箱」を加える 

2008年 平成 20年 ・ケアセンター成瀬まつりの収益で AED(自動体外除細動器)を購入 

2010年 平成 22年 ・ケアセンター成瀬の大改修計画発表 

2011年 平成 23年 ・日本赤十字社を通じ東日本大震災被災地に 10万円を寄付 

・地域密着型特別養護老人ホーム ケアセンター成瀬 暖家 開所 

・社会福祉法人「創和会」経営のシニアカフェ「花みずき」開店 

2013年 平成 25年 ・ダンケムジークの会 第 50回コンサート開催 

・広報紙「りんご箱」第 100号発行 

2014年 平成 26年 ・住民の会設立２０周年記念 アルフォンス・デーケン先生講演会「輝いて生きるため

に」を開催 

・住民の会ホームページがリニューアルされる 

2016年 平成 28年 ・ケアセンター成瀬開設 20周年記念行事が開かれる 

2017年 平成 29年 ・ケアセンター成瀬住民の会 活動アンケート実施 

2018年 平成 30年 ・「花みずきのおしゃべり会」がスタートする 

・住民の会が東京都知事推薦「生き生きシニア活動顕彰」を受賞する 

2019年 平成 31年 ・「りんご箱」120号(記念号)を発行 

 

社会や環境の変化を受け止めながら試行錯誤を続けてきた住民の会。 

これからも皆の知恵と努力を積み重ね、より良い進化をして行きたいものです。 
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きらく会 

縫製 

                              

                              

                              

        

 

ボランティアグループ 

町田市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

( ｺﾝｻｰﾄ ) 

「 暖 」 

（ﾃﾞｲ＆特養ｻﾎﾟｰﾄ） 

地  域 

ケアセンター成瀬住民の会 

・役員会+6 委員会+事務局 

 ・運営協議委員会 

 

広報委員会 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

委員会 

行事委員会 

地域ケア委員会 

委員会 

委員会 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 

委員会 委員会 

委員会 

研修委員会 

ぶどうの会 

調理グループ 

園芸グループ 

施設ガイド

グループ 

(資源回収) 

（ 広報紙配布 ） 

秋桜会 

囲碁グループ 

グループ 

成瀬りんごの会

グループ 

ﾀﾞﾝｹﾑｼﾞｰｸの会 

社会福祉法人・創和会 

ケアセンター成瀬事業 

・デイサービス 

・地域密着型特別養護老人ホーム 

・ヘルパーステーション 

・ケアマネージメントセンター 

事 業 

草取り・庭木の剪定・ペンキ 

・すまいサービス 

ＮＰＯアップルサービス 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ・特別養護老人ホームの食事 

・食事サービス 

介護保険外も可 

・ホームヘルプサービス 

電球交換・網戸・ふすま張替 他 

ケア技術の伝承 

人材育成 

サービス提供 

連絡協議会 

グループ 

支援 支援 
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住民の会広報１号(1996年 6月) 

「長生きすること、できることそれを素直に喜べる街」を実

現しよう…とうたっています。 

会員数は 1883名。 

広
報
５
号 

１
９
９
７
年
１
月 

 

ダ
ン
ケ
ム
ジ
―
ク
発
足
記
念
コ
ン
サ
―
ト 

開
催 

現
在
ま
で
そ
の
活
動
は
目
覚
ま
し
い 

 

             
 

                 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

    

ケアセンター成瀬広報(１号)からりんご箱(119号)まで 一瞬一瞬の歩み 

2007年 4 月(66号)創立 10周年の 1 頁です。 

左上の写真。 ケアセンター成瀬が建つ前は、夕方に

なると犬を散歩させる近くの主婦が集まり、井戸端会

議。ワンワンがやがやと賑やかな原っぱでした。 

1998 年 2 月(11 号)。昨年 12 月の国会で介護保

険制度が可決され、2000 年 4 月から施行される

ことに。この後しばらく毎号のように介護保険制

度のことが取り上げられています。 

２０００年 4 月、これまで発行し

た広報、１号～２４号を一冊の本

にまとめました。 

広報委員が総出で表紙のデザ

インから印刷、糊付けまで。全

て手作りです。 

数十冊作り、希望者には販売し

ました。 

 



（５）   り ん ご 箱     第１２０号    ２０１９年（平成３１年）２月発行    

      

2001 年 2 月、29 号で住民の会のボランティア活

動は役立っているのかと問う記事が掲載されて

います。5 年を経て高齢化によるボランティアの

減少と仕事や家事のために働ける時間が合わ

ないなど問題が提起され、喜んで働ける環境・条

件を整え、今後もケアセンター成瀬を支えてい

こうと、ボランティアの募集も呼びかけていま

す。 

2004 年 8 月 通常の 50 号(４頁)と記念号(カラー８頁)を同

時発行。記念号のタイトルは「こころのふれあう街づくり」。住

民の会の成り立ちと、これからの将来を考える座談会。また分

かりにくいといわれている「住民の会・ＮＰＯアップルサービス・

創和会」の関係も説明されています。 

２
０
０
２
年
４
月(

３６
号)

 

初
め
て<
契

約
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
！>

と
い
う
警
告
記
事
が
登
場 
 

こ
の
後
数
回
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す 

2010 年６月((85)号 シリーズ介護技

術講座、緊急時の対応。 120 号までシ

リーズで掲載したものは延べ 77回。 
「りんご箱」100号 !! 

2013年 10月 

20 周年記念号では、住民の会の

歩みをたどりました。 

2014年 1 月 20 周年記念号 

ボランティアの顔々。現在 120名が活

躍中！と書かれています。 

「ケアセンター成瀬」で始まっ

た住民の会広報紙名は、18 号

から「ケアセンター成瀬支援住

民の会だより」、49 号からは

「ケアセンター成瀬住民の会

だより」と名称を変え、65号か

らはそれに「りんご箱」という

愛称を加え、現在に至ってい

ます。 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
親
睦
会 

  

12
月
9
日(

日)

ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
親
睦
会
が
開
催
さ
れ
ま 

し
た 

 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
と
な
る
頃
に
、
1
年
の
感

謝
を
込
め
て
開
催
さ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
親
睦
会
。 

 

戸
外
は
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
会
場
は
47
人
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
温
か
い
ム
ー
ド
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

 

共
催
す
る
創
和
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
の

会
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
乾

杯
、
会
食
、
歓
談
～
～
。 

 

            

 

ち
ょ
っ
と
華
や
か
な
お
弁
当
を

中
心
に
、
飲
ん
で
、
食
べ
て
、

お
し
ゃ
べ
り
し
て
。 

   

デ
ザ
ー
ト
の
「
暖
」
特
製
の
お

い
し
い
お
汁
粉
を
頂
き
な
が
ら
、

創
和
会
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
圓
（
ま

ど
か
）
」
の
紹
介
。
現
実
の
一
端

を
学
び
ま
し
た
。
続
い
て
、
創

和
会
ス
タ
ッ
フ
、
各
委
員
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
紹

介
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
大
変
な

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
お

元
気
で
、
楽
し
み
な
が
ら
長
く

続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
改
め
て

願
い
ま
し
た
。 

み
な
さ
ま
、
素
敵
な
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
（
永
井 

ま
ち
） 

         

                              

 

花
み
ず
き
の
お
し
ゃ
べ
り
会 

 

12
月
12
日(

水)

1
時
か
ら

第
4
回
「
花
み
ず
き
の
お
し
ゃ

べ
り
会
」
が
ケ
ア
セ
ン
タ
―
成

瀬
会
議
室
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

朝
方
は
雨
で
寒
い
日
で
し

た
が
、
会
が
始
ま
る
頃
に
は
、

雨
も
上
が
っ
て
、
お
顔
馴
染
み

の
方
や
初
め
て
の
方
等
が
次
々

に
来
場
。
25
名
が
参
加
し
て
ち

ょ
っ
と
早
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾

り
、
ワ
イ
ン
な
ら
ぬ
カ
ッ
プ
コ

ー
ヒ
ー
で
乾
杯
。
ま
じ
め
に
考

え
る
と
か
え
っ
て
難
し
い
頭
の

体
操
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
、

タ
ン
バ
リ
ン
や
マ
ラ
カ
ス
を
鳴

ら
し
て
季
節
の
歌
を
元
気
よ
く

合
唱
し
ま
し
た
。
会
場
の
外
に

も
聞
こ
え
た
よ
う
で
「
若
々
し

い
声
だ
っ
た
ね
。」と
評
判
で
す
。 

さ
さ
や
か
で
す
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
全
員
ワ
ク
ワ
ク
し

て
受
け
取
り
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
テ
ー
ブ
ル
は
可

愛
く
飾
っ
た
ケ
ー
キ
の
他
に 

ご
寄
付
頂
い
た
お
菓
子
、果
物
、

漬
物
な
ど
が
並
ん
で
、
い
つ
も

よ
り
ず
っ
と
豪
華
で
し
た
。「
毎

回
こ
う
な
る
と
い
い
ね
。」の
声

に
会
場
は
大
笑
い
。 

 

暖
か
い
部
屋
で
、
お
喋
り
に

ゲ
ー
ム
に
と
熱
が
入
っ
て
も
っ

と
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。 

「
久
し
振
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
楽
し
か
っ
た
。」「
初
参
加
で

も
顔
見
知
り
の
方
が
い
て
安
心

し
た
。」「
ま
た
参
加
し
た
い
。」

の
声
も
。
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

笑
顔
で
元
気
な
ひ
と
時
を
過
ご

す
様
子
に
、
私
も
ま
す
ま
す
元

気
に
な
っ
た
気
分
で
す
。
次
回

も
楽
し
み
で
す
。 

（
高
綱 

美
智
子
） 

            

可愛いケーキ  
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1
月
20
日(

日)

の
午
後
、
恒

例
の
新
春
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
平
成
最
後
で
16
回

目
の
開
催
。
当
日
は
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
約
80
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
新
年
か
ら
楽
し
く
交
流
で
き

ま
し
た
。 

冒
頭
に
佐
藤
会
長
か
ら
、
様
々

な
行
事
に
多
く
の
参
加
者
が
あ
る

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
今
年
も
元

気
で
住
民
の
会
の
活
動
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

小
林
監
事
の
元
気
な
乾
杯
の
音
頭

で
ス
タ
ー
ト
。 

         

お
琴
の
住
吉
さ
ん
、
三
弦
の
斎

藤
さ
ん
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
川
口
さ
ん

の
新
春
に
ピ
ッ
タ
リ
な
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
聞
き
ほ
れ
、
2
番
手
は
子

供
た
ち
の
民
謡
踊
り
、
花
笠
踊
り

で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
子
供
た
ち
の

可
愛
く
て
キ
レ
キ
レ
の
元
気
な
踊

り
に
み
な
目
じ
り
を
下
げ
て
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
原
口
さ
ん
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
伴
奏
で
「
四
季
の
歌
」「
ふ
る

さ
と
」
を
大
合
唱
。
ト
リ
は
「
ハ

ッ
ト
マ
エ
ダ
」
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
！
近
く
で
見
て
い
て
も
全

く
タ
ネ
が
わ
か
ら
ぬ
見
事
な
技
に

脱
帽
で
し
た
。 

   

                

          

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
昨

年
も
ト
ッ
プ
賞
の
村
山
恵
美
さ
ん

が
2
年
連
続
の
快
挙
！
美
し
い

ベ
ゴ
ニ
ア
の
大
き
な
鉢
を
ゲ
ッ

ト
！
成
瀬
台
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
前
の

花
屋
「
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ズ
」
で
購
入
の
き
れ
い
な
花
、
例

年
好
評
の
沢
庵
や
甘
納
豆
な
ど
豪

華
な
景
品
に
み
な
さ
ん
大
満
足
で

し
た
。 

              

来
年
も
ま
た
元
気
に
こ
の
会

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
と
島
峯
副
会
長
か

ら
の
閉
会
の
辞
で
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
元
年
に
住
民
の
会

の
前
身
「
暖
家
の
会
」
が
立
ち
上

が
り
、
ま
さ
に
平
成
と
共
に
歩
ん

だ
住
民
の
会
、新
し
い
時
代
に
も
、

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
！ 

（
安
達 

聡
子
） 

    

昨
年
12
月
2
日
、「
い
い
こ
と

さ
が
し
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た

「
ま
ち
カ
フ
ェ
!
」
が
町
田
市
役

所
内
の
入
り
口
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

市
民
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
ち
カ
フ
ェ
！
」
は
、
町
田
市

内
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
や

地
域
活
動
団
体
（
町
内
会
・
自
治

会
）
な
ど
が
一
堂
に
集
い
、
活
動

発
表
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

 

当
日
は
町
田
市
内
の
約
100
の

団
体
が
様
々
な
活
動
を
発
信
し
ま

し
た
。 

 

住
民
の
会
も
「
町
田
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
の
ブ
ー
ス
で

チ
ラ
シ
と
広
報
紙
を
配
り
日
頃
の

活
動
を
PR
し
ま
し
た
。 

  
  

  

「
ま
ち
カ
フ
ェ
！
」
に 

参
加
し
て
き
ま
し
た 

 
 
 

佐
藤 

康
夫 

 
 
 

島
峯 

紀
子 

   

 

 

平成最後の 

新春交流会 
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ダンケムジーク第６５回コンサート 

 

“ 音楽のぶらり旅 ” 
～ヨーロッパから 

   南米、日本まで！～ 

                   ♪ 

日 時  ３月３１日（日）  

１４：００～１６：００   

出 演  アートウェイ・デュオ 

タタル・ヘンリ  バイオリン 

      木下順子     ピアノ 

会 場  ケアセンター成瀬 

      地下デイサービスフロア 

チケット  ７００円 

住民の会事務局にて２月２８日販売開始 

  ※お問い合わせ  事務局 042-729-0617 

又は永井 042-724-1535 

◎売り上げはケアセンター成瀬に寄付されます。 

 

 

 

 
これからの催し物（予定） 

 

・地域交流会「花みずきのおしゃべり会」 

  日時 3/13(水) 13:00～ 

場所 シニアカフェ花みずき 

・ダンケムジーク第６５回コンサート 

  日時 3/31(日) 14:00～16:00 

  場所 ケアセンター成瀬地下デイサービスフロア 

・ケアセンター成瀬住民の会 定期総会 

  日時 4/21 (日) 10:00～12:00 

   場所 ケアセンター成瀬地下デイサービスフロア 

・きらく会  

  日時 2/22(金)12:00～16:00 

     3/8(金)11:00～15:00,3/22(金)12:00～16:00 

         4/12(金)11:00～15:00,4/26(金)12:00～16:00 

  場所 ゆりの木会館 

・NPOアップルサービス 定期総会 

  日時 5/19（日）10:00～12:00 

   場所 ケアセンター成瀬 1F 会議室 

・資源回収(毎月第 4月曜日)   2/25・3/25・4/22  

 

 

 

会費納入のお願い 

平成 30年度会費未納の方は 

下記の方法で納入をお願いします。 

 １ 住民の会事務局窓口 

（月～土 10:00～16:30） 

 ２ 郵便振込 

   記号：00120-7-725131 

   名義：ケアセンター成瀬住民の会 

 ３ 銀行振込 

   きらぼし銀行玉川学園支店 

   口座：(普)060-0501790 

      名義：ケアセンター成瀬住民の会 

※ ご一報くだされば集金に伺います 

   ケアセンター成瀬住民の会事務局 

 住所 町田市成瀬台 3-24-1 

 電話・FAX 042-729-0617 

 ホームページ：http://ccnjk.com 

 

編
集
後
記 

話
題
の
映
画
『
ぼ
け
ま
す
か

ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』

を
観
て
き
た
。 

認
知
症
を
患
う
８７
歳
の
母
親

と
介
護
す
る
９５
歳
の
父
親
の
生

活
を
、
娘
で
あ
る
映
像
作
家
の

信
友
直
子
氏
が
記
録
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
だ
。 

自
身
の
変
化
に
戸
惑
い
混
乱

す
る
母
親
を
、
耳
が
遠
く
背
中

の
丸
ま
っ
た
父
親
が
地
方
都
市

の
一
軒
家
で
世
話
を
す
る
。 

仕
事
を
抱
え
つ
つ
東
京
か
ら

実
家
に
通
う
一
人
娘
の
不
安
と

切
な
さ
が
胸
に
迫
る
。 

い
く
つ
も
の
困
難
に
淡
々
と

し
か
も
果
敢
に
取
り
組
ん
で
行

く
父
親
の
姿
に
涙
が
出
た
。 

カ
メ
ラ
は
両
親
の
あ
り
の
ま

ま
の
日
常
に
容
赦
な
く
迫
っ
て

い
く
が
、
二
人
を
見
つ
め
る
信

友
氏
の
視
線
に
は
常
に
愛
情
が

溢
れ
て
い
る
。 

こ
の
映
画
に
大
団
円
は
な

い
。
こ
の
先
も
大
変
な
こ
と
が

沢
山
起
こ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

お
互
い
を
か
け
が
え
の
な
い
存

在
と
し
て
支
え
合
う
三
人
に
は

特
別
な
連
帯
感
が
宿
り
、
不
幸

と
い
う
言
葉
と
は
無
縁
だ
。 

現
実
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、

家
族
の
記
録
を
普
遍
的
な
問
題

提
起
作
と
し
た
信
友
直
子
氏
に

拍
手
を
送
り
た
い
。 

(

柿
内)

 

 

添
付
の
プ
リ
ン
ト
を
ご
参
照
下
さ
い 

認知症カフェ『D カフェ』をご存知ですか？ 

町田市では、認知症のかたが社会と繋がる居場所づくり

を目的とした『D カフェ』を開催しています。『D カフェ』

は認知症のかたやその家族、支援者、地域住民などが気軽

に集まって交流や情報交換をする場です。 

            What is D-cafe? 

２０１８年５月現在、市内には『D カフェ』が２１か所

あります。さらに、市内のコーヒーチェーン店の協力によ

り８店舗でも毎月開催されています。認知症当事者やその

家族のかたがより行きやすく、社会との継続した繋がりを

持ってもらうことを目的としています。 

 

 

町田市ホームページ内「まちだ Dマップ」をご覧いただくか、

お近くの高齢者支援センター・あんしん相談室にお問い合わせ下

さい。  電話 042-720-3801 (町田市南第３高齢者支援センター） 

 

What is D-cafe? 

 

♪ 

 ♪ 

 

http://ccnjk.com/

